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ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 

代表理事 日下 均 
 

梅花の頃となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。３月は卒業、進学、就職、確定申告手続き、年度末

追い込み等々、何かとお忙しいことと思います。当方も、広瀬川調査業務の報告書作成、新年度に向けた事業報

告書、計画作成、他ボランティア、仕事等山積です。会員各位の協力をよろしくお願いします。 

先日出席した、国交省仙台河川国道事務所の第７回「笊川環境整備懇談会」には大変残念な思いをしました。

これまでの会合で、地域住民が参加し、全国の事例を検討しながら連携や協働による新たな河川管理について協

議を進め、その実現の一歩と期待していました。しかし、今回の懇談会は事務局提案による地域の河川愛護会結

成。その上で地域が除草、清掃、花壇整備等にボランティア参加する内容に終始しました。 

平成９年河川法改正によって、法の整備目的に治水、利水に加え環境が追加され、また、国民の意見を取り入

れた整備計画が改正点でした。その後市民団体等との連携による川づくりの試みが全国でなされ、昨年７月には

社会資本整備審議会が河川分科会のまとめを公表。住民、ＮＰＯ等との連携、協働による維持管理推進が提言さ

れました。今年は河川法改正後１０年目に当たり、一歩進んだ連携協働の川づくりを実現する時期と期待し、意

見を述べてきましたがこの結果です。今後は治水、利水、環境面に地域の意見を取り入れた川づくりを望みます。 

今日、河北朝刊に梅原市長が河川管理権限委譲を県に再要望すると掲載されました。地方分権の流れに沿うも

のとして評価し、歓迎します。また、一昨年本会としては、市が突然に権限委譲を中断し、その変節を抗議した

経緯もあり、今回の市長声明は市民と仙台のために確実に実行されると信じています。今後に期待します。 

 

  

＜報 告＞ 

・２/１５ 簡易裁判所会議室 講演「広瀬川の清流を守る」活動について講演 調停委員４０名参加 

・２/１７ 中野コミセン 第７回「蒲生干潟自然再生協議会」防潮堤工事と干潟再生について協議 

・２/２８ 太白区役所 第７回「笊川環境整備懇談会」笊川のバリヤフリー、親水工事、管理の件協議 

・２/２８ たいはっくる会議室 例会 新年度に向け、活動予定について協議。五十集屋で懇親会 

・３/４ 「もっと知りたい！環境CSR」奥田健氏 蕃山ホタル事例発表 横山・渡辺・山下会員参加    

＜予 定＞  

・３/１０（土）午前１０時～広瀬川清掃 広瀬橋地区 長靴、手袋持参の上ご参加を。今年最初の清掃です 

・３/１１（日）午前１０時 八本松市民センター市民企画講座「郡山堀の歴史そして未来」講師 日下会長 

・３/１７（土）仙台青葉RC  講演「水から見た仙台」 ゲストスピーカー 日下会長 

・３/１８（日）午前９時３０分 同上講座 第２回「郡山堀の源流をたずねて」講師 日下会長 

・３/２８（水）午後７時～ 例会 総会議題１８年度事業報告と決算、１９年度事業計画と予算審議 

・４/１４（土）午前１０時～ 広瀬川清掃 広瀬橋地区 

・４/２１（土）午前１０時～ 広瀬川清掃（奥田建設集合）八幡地区 

・４/２２（土）午前１０時～ 旧笊川清掃（大野田橋集合） 

清掃参加者募集 

３月１０日（土）午前１０時～１２時 広瀬橋（太白区）集合 郡山堰からＪＲ橋まで両岸清掃 

        今年初の河川清掃です。昨年末の出水によるゴミが岸辺などに散乱していますので、皆様の

参加をお待ちしています。軍手、長靴持参でおいでください。 

        広瀬川に関心のある方、川に関する質問がある方、この機会にぜひおいでください。 

会員募集 

１． 河川清掃、ホタル再生事業、環境保全活動支援など身近な水辺環境について活動します。 

２． 希望により、ボランティア参加証明書の発行、地域貢献証明書の発行を行います。 

詳しくは、http://www.hirosegawa.comでご覧ください。 

      個人会員年額 ５，０００円 法人会員年額１０，０００円 

 

＜連絡先＞ 

ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 〒982-0011仙台市太白区長町1-7-32 

電話022-247-6522（昭和宅建内）ファックス022-290-3205 e-mail info@hirosegawa.com 
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